別紙

建設業法第２６条第３項第２号の規定の適用を受ける監理技術者（専任特例２号の場合の監理技術者）の配置を予定している場合の確認事項

	□
	専任特例２号の場合の監理技術者及びの配置を予定している
（　□　既受注工事との兼務　　　□　現在参加申込中の別工事との兼務　　）

	□
	建設業法第26条第３項第２号による監理技術者の職務を補佐する者を専任で配置すること。

	□
	同一の専任特例２号の場合の監理技術者が配置できる工事は、本工事を含め同時に２件までとする。

	□
	専任特例２号の場合の監理技術者が兼務できる工事は同一土木事務所管内の工事である。

	□
	【土木工事のみ、建築工事は除く】緊急工事（※）同士の兼務ではない。
※24時間体制での応急修理工や緊急巡回等が必要な工事

	□
	【既受注工事の場合】兼務先工事の発注元は専任特例２号の場合の監理技術者の配置による本工事との兼務を認めている。

	□
	本工事は、総合評価落札方式の工事で「専任補助者（専任）を配置」しない。もしくは総合評価落札方式の工事ではない。

	□
	上記項目を全て満たしている。
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